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6月といえば、ジメジメした梅雨をイメージされる方が多いです

ね。「また雨やん」舗装されてない泥だらけの道を、長靴を履き、

傘をさして登校した小学校の時が思い出されます。信じられない

かも知れませんが、私の通っていた堺市立登美丘東小学校では、

番傘があり、子どもたちが自由に使えたんですよ。友だちと「ちゃ

んばら遊び」に使うので、すぐに破れて先生から大目玉・・・いや

あ、懐かしい思い出です。 

さて、今月号は、5月 31 日から三日間、大阪国際会議場で開催

された第 74回日本東洋医学会学術総会の特集号です。未だ興奮冷

めやらぬ感覚で一気に書きました。 

 

（資料：叡山電車ＨＰ、「そうだ、京都に行こう」） 

 

ールデンウイークの頃になりますと、青葉が鮮やかに目に映る

ようになります。「あおみどり」と称して、もみじで有名なクラが

日に日にうつくしくなってきました。もうしばらくすると満開で

すが、ハラハラとちり初めると「この金さんのサクラ吹雪、散らせ

るもんなら散らせてみやがれ！」と叫びつつ（懐かしい遠山の金

さんです）も、どこか切なさを感じますね。「花は桜木、人は武士」

パッと咲いてパッと散るサクラの潔さを、人の生き方に例えた表

現ですが（いま、こんなこと言ったら叱られますね）、潔く散るの

ではなく、潔く生きると理解したいですね。写真は、奈良県立医科

大学の私の研究室の踊り場からの定点写真です。みるみるつぼみ

が膨らんできました。花粉はスギからヒノキへ、黄砂やＰＭ２．５

のニュースにうんざりしながら、洗濯物を干す瞬間を探っていま

す。コロナ感染症も決して収まっていません。引き続き、うがい・

手洗い（手指消毒）・マスクは必須ですね。 

 

 

って左がお内裏様の飾りが多いですね。しかし、京都では逆なん

です。古来の考え方では右よりも左の方が格上とされましたので、

お内裏様を向かって右に、お雛様は向かって左に飾られています。

か？ 

改めて邪気を祓い、毎日を元気に過ごせるように体調を整えてい

きましょう。 

 

かになってきて、その被害の甚大さに茫然としています。被害に

6 月を迎えました。5 日は二十四節気の芒種、そろそろ田植えのシーズンです。5 月中下旬は、湿度が高く、

「もう梅雨？」のような頭痛と倦怠感に悩まされましたが、第一週は比較的過ごしやすかったですね。 

んの傍でハラハラ、ドキドキ心配顔の親御さんの姿、いいですね。開花宣言の出たサクラが満開に近づいて

いきます。雨模様の天候が心配ですが、気持ちを明るくもって、毎日を過ごしましょう。 

2024年 6月 1日 

発行所：医療法人三谷ファミリークリニック 
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②  第 74回日本東洋医学会学術総会 市民公開講座 

今回は、関西医大総合医療センター産婦人科・漢方外来の梶本めぐみ先生の

ご提案で、大阪・北浜に適塾を開き、日本の医学の発展、後進の指導に力を尽

くした緒方洪庵（1810-1863）を取り上げ「時空を越える 緒方洪庵」と題し

て、6月 2日（日曜日）14:00〜16:00に開催しました。内容は、1蘭学者・緒

方洪庵にみる東洋医学（大阪大学ミュージアム・リンクス 松永和浩先生）、2 緒

方洪庵系譜とその後（関西医科大学麻酔科 緒方洪輔先生、３いま、広がる精神

～復興支援酒「緒方洪庵」（前大阪大学人間科学研究所教授 佐藤功先生）の 3

名の先生方にお話ししていただきました。 

〈佐藤先生のお話より〉 

2018年7月7日朝、西日本豪雨による水害が愛媛県西予市野村町を襲い

ました。町の人々は「サシアイ」という独特の飲酒文化を持ち「飲むムラのむら」

を自称していました。災害にうちひしがれた人々の心を癒やし、復興の原動力

となったのがお酒でした。野村には一軒の老舗酒蔵、宝暦三年(1753)創業の

緒方酒造（洪庵先生のご親戚）がありました。緒方酒造も水害で長い歴史に幕

を下ろすこととなり、銘酒「緒方洪庵」も失われました。そこで立ち上がったの

が大阪大学の教員有志でした。というのも、緒方洪庵が幕末の大坂に開いた適

塾は、大阪大学の精神的源流に位置付けられているからです。「緒方洪庵」の存

続、「飲むムラのむら」を支援したいとの思いから、銘酒「緒方洪庵」復活プロジ

ェクトが 2020年 3月地元の協議会・大阪大学・愛媛大学の協力を得て「緒方

らぼ」がスタート、銘酒が復活しました。 

 

 

③ また、６５歳以上の方でも、堺市では初回だけの助成を認めています。し

【ニュース】 

①  診療日の変更 

10日以降の今月の休診の予定はありません 

 

①  第 74回日本東洋医学会学術総会 市民公開講座 

今回は、大阪・北浜に適塾を開き、日本の医学の発展、後進

の指導に力を尽くした緒方洪庵（1810-1863）を取り上げま

した。「時空を越える 緒方洪庵」と題して、６月２日（日曜日）１

４：００～１６：００に開催しました。内容は、1 蘭学者・緒方洪庵

にみる東洋医学（大阪大学ミュージアム・リンクスの松永和浩

先生）、2 緒方洪庵系譜とその後（関西医科大学麻酔科の緒方

洪輔先生、３いま、広がる精神～復興支援酒「緒方洪庵」（前大

阪大学人間科学研究所教授の佐藤功先生）の3名の先生方か

らお話ししていただきました。 

）、そして洪庵ゆかりの緒方酒造さんのお酒が町おこしから

始まったお話など、盛りだくさんでした。お酒の販売もありま

した。お忙しい中ご参加いただいた皆さま、ありがとうござい

ました。 

 

② また、６５歳以上の方でも、堺市では初回だけの助成を認めて

います。しかし、2025年 4月からは、基本的に助成を受ける

ことができるのは、６５歳の方のみの助成となります。堺市以

外の方の場合、各自治体によって助成の方法が異なりますの

で、各市町村の窓口にお問い合わせ下さい。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【ミタクリ漢方 第 74回日本東洋医学会学術総会のこと】 

 

 

今回、私は糖尿病治療の場に漢方をどう活かしてきたかを振り返

りたいと思います。西洋医学における糖尿病治療の進歩は素晴らし

いものがある一方、国際的に増加の一途を辿る糖尿病患者さんにど

う対応するかは大きな課題となっています。私は、糖尿病の病人さ

んに向き合う日々を過ごしていますが、そこから得た漢方診療の基

本である「一に養生、二に看病」の視点、そして「病人さんに還る」

を考えたいと思います。 

 

【糖尿病・メタボリックシンドロームに対する漢方医学の考え

方】 

漢方医学の教科書を整理してみますと、糖尿病・メタボリックシ

ンドロームに対する治療法は、実証・陽証・熱証を基本として、少

陽期としての大柴胡湯、柴胡加龍骨牡蠣湯、四逆散、次に瘀血（お

【こんにちは！フットケア外来です ～6月号～ 看護師・泉谷めぐみ 蔭西訓子】 

 

「足の 3 点アーチ」という言葉をご存じですか？人間の足の甲や足の裏には、アーチと呼ばれる構

造があります。アーチはすねや足裏の筋肉によって支えられており、歩行時や運動時にバネやクッシ

ョンにもなる重要な部位です。 

足を内側から見たときに“土踏まず”と言う地面に接地しない部分がありますが、これを“内側縦ア

ーチ”といいます。  

 

②グー・チョキ・パー  

足の指を内側に丸めてグー、次にその状態で親指だけを立ててチョキ、最後に足全体を床に付けて

パーにして、足の運動をする。 

 ※１日２０回を目安に行うと効果的です。 

 

けていくようにしてください。 

戻すように働き、転倒を防ぎます。 

 ②歩くときに地面を蹴り出す 

  足の指で地面をつかみ蹴りだすことで推進力を生み出します。 

  歩行が安定し、長距離を歩いても疲れにくくなります。 

●「グー・チョキ・パー」ができない人は要注意！ 

 裸足の状態でグー・チョキ・パーをしてみましょう。足の指がうまく曲がらない、もしくは開かな

い場合は、足の指の機能が低下している可能性があります。入爪もまき爪も、爪の変形で起こります。 

爪が皮膚に食い込んで、赤くはれて炎症を起こしたものが陥入爪といいます。 

巻き爪は、爪の端が内側に巻き込んだ変形のことをさします。巻き爪の縁は爪の下や周りの皮膚を

傷つけやすくなります。つまり、爪のあたりが痛いからと言って必ずしも巻き爪というわけではあり

ません。当院では、まき爪は主にカット方法を工夫し痛みがないように対応しています。また必要時は

まき爪矯正器具（有料）も使用することもあります。ご相談くださいませ。 

 

 

ついてしまいます)、その後タオルでしっかり拭いた後、保湿クリームを塗る。 

「内側線アーチは、正常足と呼ばれるナチュラルアーチ型のほか、土踏まずが上の方向に急なカーブ

を描くハイアーチ型、土踏まずが平らになっているフラット型の 3タイプに分けられます。 

特に注意したいのが、「扁平足」とも呼ばれるフラット型です。扁平足になると、足の痛みや歩行障

害などを引き起こす可能性があります。 

②グー・チョキ・パー  

足の指を内側に丸めてグー、次にその状態で親指だけを立ててチョキ、最後に足全体を床に付けてパ

ーにして、足の運動をする。 

 ※１日２０回を目安に行うと効果的です。 

 

けていくようにしてください。 

戻すように働き、転倒を防ぎます。 

 ②歩くときに地面を蹴り出す 

  足の指で地面をつかみ蹴りだすことで推進力を生み出します。 

  歩行が安定し、長距離を歩いても疲れにくくなります。 

●「グー・チョキ・パー」ができない人は要注意！ 

5 月 31 日午前、大阪国際会議場は第 74 回日本東洋医学会学術総会の準備に余念がありませ

んでした。50 名を超える総会準備委員の先生は、それぞれの持ち場で最後の点検をされてまし

た。今回のテーマは「東洋医学を通した和の構築〜病人さんに還る〜」でした。コロナ禍で、仙

台で予定されていた学術総会は、一年延期してもなお WEB 開催でした。その次の札幌で予定さ

れていた学会は、会頭の先生がギリギリまで「対面開催」を模索されましたが、やはり WEB 開

催となり、北海道の先生方は嘆いておられました。どうしても、現地で互いに顔を合わせて語り

合いたい、私たちはここにこだわりました。koewo行ってきました。 

 

 

２）漢方医学の四診について 

西洋医学で四診といえば「視、聴（聞）、問、触」ですが、漢方医学では「望（ぼう）、聞（ぶ

ん）、問（もん）、切（せつ）」となります。この中で、特に強調したいことは「望診」の重要性

です。「望」という字の成り立ちを調べてみますと、背伸びをして遠くの方（の雰囲気）をみる、

というのが本来の字義です（白川静、字統）。したがって、「分析」的な見方ではなく、あくまで

れていた学会も、会頭の八重樫先生はギリギリまで「対面開催」を模索されましたが、やはり WEB開催となり、

北海道の先生方は残念がっておられました。どうしても、現地で互いに顔を合わせて語り合いたい、私たちはこ

こにこだわりました。幸い、コロナも一時の勢いはなく、多くの先生に大阪にお越しいただくことができました。

特別講演、教育講演はもちろん、シンポジウムも質疑応答に十分時間がとれるように工夫を凝らしました。鹿児

島の総会以来 10 年ぶりに復活した車座講演など、先生方が参加されるかたちの内容も盛り込み、論点がぼやけ

ない熱気あふれるディスカッションが繰り広げられました。また、一歩フロアに出ますと、「やあ先生、ひさし

ぶり！」と笑顔と談笑に包まれる、そんな総会になりました。 

 

 

 



 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的には、これまで「何となくわかってるような、よくわからないような、でもよく使っている」補中益気

湯（ほちゅうえっきとう）、四物湯（しもつとう）、加味逍遥散（かみしょうようさん）、当帰芍薬散（とうきしゃ

くやくさん）などの方剤について、一歩進んだ理解を目的とし、討論にじっくり時間をかけることができました。

漢方診療技術習得を具体的に示した腹診講座、ビギナーズセミナーやアドバンスセミナーなど、参加された先生

方のニーズに出来るだけ添えるように、とにかく迷子（？）が出ないように工夫しました。漢方医学を学びたい

先生方すべてに「それなら、このセッションにお越し下さい」をわかりやすく提供するのは難しかったのですが、

準備委員の先生方のご努力で多くの先生方が目指す技術と知識の修得に寄与できたのではないかと思います。 

数ある珠玉の講演の中で副会頭を務めていただいた二人の先生を紹介します。「車座講演 腹証奇覧・奇覧翼

を読み解く」は、座長（峯尚志先生）による、稲葉文礼（師匠）と和久田叔虎（よしとら）(弟子) の物語でした。

真面目で知性の高い弟子の叔虎が、無学文盲の酒飲みの文礼を敬愛してやまなかったのかはなぜか？まず腹証奇

覧が生まれた時代背景を知り、二人の来歴を語り、文礼と叔虎の二人の腹診図を比べながらその秘密に迫り、腹

診を未来へとつなぐ試み、呼吸や姿勢が腹証にどのように影響するのかが語られました。また、西本隆先生によ

る「口訣（くけつ）の過去現在未来」では、情報伝達手段の少なかった古来、文字による記録と共に先人の経験

が口訣として伝えられてきた歴史がありますが、未来に向けて我々がなさねばならないことは「文字に残されて

こなかった情報」を共有し、評価し、それを次代に伝える事ではないでしょうか、と問いかけます。今回その第

一歩として、現在漢方に携わる医師達が、口訣をどのように考え、実践しているかを調査し報告されました。 

学術総会には、巽先生はじめ、ミタクリのスタッフの方々にも参加していただきました（写真 1）。私の会頭講

演では、一人でも多くの方に漢方診療の良さを実感していただきたい、その思いで取り組んできた自分の医師と

してのこれまでを振りかえり、お話しさせていただきました。実は、その中で大きな気づきがありました。スラ

イドに登場していただいた、私を厳しくご指導くださった先生方への感謝はもちろんですが、今目の前で私の話

を聴いて下さってるスタッフの方々一人一人の顔を見、この方たちのおかげで今日がある！という熱いものがこ

み上げてきて、ほんとに頭が下がる思いでした。ひとはひとりでは生きていません。病人さんがいます。家族や

友人がいます。職場があります。地域や社会があります。さらに自然の影響からは逃れることはできません。さ

あ、治療の守備範囲をどこまで拡げて考えますか？（写真２）講演の中の一節ですが、よき師、よき友人たちに

守られてここまでこれたんやなあと改めて思いました。 

6月 2日の閉会式後の集合写真です（写真３）。準備に関わられた先生方お一人お一人に「やりきった」感が満

ちあふれています。このあとの打ち上げでは、重い（！）私を先生方が胴上げをしてくださいました。ふわっと

宙を舞いながら、何度もこころの中で「ありがとうございました」をくり返してました。同時代に、こんなすて

きな仲間と学会を創り上げることができたこと、感謝してもし過ぎることはありません。そして、ミタクリにお

越しいただいてる病人さん、患者さんには、学会期間中お休みをいただき、ありがとうございました。この学会

で得ることができた様々のことを、これから皆さまにお役立てできますよう、がんばっていきたいと思います。 

      

      写真 1              写真 2              写真 3 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まず、ウイルスを「持ち込まない」ように細心の注意を払い、クリニック内を 1時間半おきに消

毒し、常時換気をしています。 

② 予約の日であっても、調子が悪い場合は、まずお電話（072－260－1601）でご相談ください。す

ぐに来ていただくか、時間をずらしていただくかを、その時点でご案内します。これまでは、コ

ロナはじめ感染症の疑いのある方の場合、予約診療の方と時間・場所を分けて診察していました

が、柔軟に対応いたします。 

③ 待ち時間の短縮に、引き続き尽力しています。私たちにお聞きになりたいことは、質問事項（今

回はどんなお薬が必要か、どういった体調の変化があったか、など）や残薬など、あらかじめメ

モして持参いただけたら助かります。 

④ お困りのことがあれば、きちんとお聞きして関係各所におつなぎしますので、ご遠慮なくご相談

ください。「仕事がなくなってお金が入らない」「家賃や公共料金の支払いに困っている」などで

す。 

⑤ ミタクリでは、オンライン診療（テレビ）を行っています。利用する際には、機器使用料など、

いくつかの条件があります。詳細は、どうそおたずねください。なお、電話のオンライン診療は

終了しました。 

【外来担当医一覧 ２０２４年６月現在】    予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

 

巽 

 

巽 

三 谷 

（オンライン可） 

巽（訪問診療） 

三 谷 

（オンライン可） 

 

巽 

 

巽 

三 谷 

三 谷 

（オンライン可） 

午  後 

（14:00-

16:00） 

巽 

（オンライン可） 

巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  

（オンライン可） 

三谷（訪問診療） 

巽（訪問診療）   

夜 診 

（16:30-

18:30） 

 三 谷 

（オンライン可） 

三 谷 

 

 三 谷 

（オンライン可） 

 

 

ミタクリのコロナをはじめとする各種感染症への対応 

ミタクリに来院される皆さん、クリニックの現在の対応について、ご理解よろしくお願いします！ 


